
事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

生物多様性保全の観点を入れた新たな自然風景地の評価方法の検討と分析し、指定候補地を具体的に抽出するた
めのデータ収集やGISを用いた評価の実施、国立・国定公園の選定基準の再検討、既存の国立・国定公園の指定理由
の再評価、抽出された新たな指定候補地に関する現地情報の収集と分析などを通じて、最終的には指定候補地の選
定と詳細調査及びその評価、さらに全国の国立・国定公園の再配置計画の策定を行う。これらの中間成果について
は、第10回生物多様性条約締約国会議の場で公表するため、そのための資料作成も行う。

我が国において自然環境保全のための中心的役割を持つ保護地域である「国立公園・国定公園」について、これを取
り巻く自然環境や社会状況、風景評価の多様化などの変化を踏まえ、国立・国定公園の選定基準について改めて検討
を行うとともに、新規指定も含めた、全国の国立・国定公園の指定状況の見直しについて、平成24年度までに行う。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）
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99 100 89

平成21年度は以下の事業を実施した。
①国立・国定公園の再編・再配置に係る試案の作成
②データの収集及び選定に当たっての考え方の検討
③一部の指定候補地におけるデータ収集、評価の試行の実施
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事業番号 １７４

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　         (環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成19年度国立・国定公園総点検事業費

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

　本業務において新たな公園区域や公園計画を策定するにあたっては、再配置の検討及び実施に必要な植生・動物・
地形・景観等の自然資源や利用関連のデータについて、現地調査により詳細な状況を把握し、情報をＧＩＳで処理する
ことにより、効率的に行っていく。

 環境省において、発注時よりその内容を把握しながら実施するとともに、環境省本省と地方環境事務所、対象国立公
園に駐在する環境省自然保護官が協力して、当該事業の執行に際して期間全体にわたって指導・監督に努めており、
使途の把握水準は確保されている。
　特に、会議開催内容等については環境省において事前指導を行った上で会議に出席するとともに、担当自然保護官
が現地の調査に関する連絡調整、調査実施前には時期、内容、体制等の調査計画等についても確認する等、双方か
ら必要な助言・指導を行っている。

43

19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 37

執行率

総事業費(執行ベース) 30 43 33

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 国立公園課

上位政策

課長　上杉　哲郎自然環境局

一般会計

担当部局庁

生物多様性の保全と自然との共生の推進
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43 33

関係する計
画、通知等

－ 生物多様性国家戦略2010第2部第1章第2節2.1

22年度 23年度要求



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

環境省

33.2百万円

A.（財）国立公園
協会

9.8百万円

関東地方環境事
務所

7.9百万円

中部地方環境事
務所

7.0百万円

近畿地方環境事
務所

4.8百万円

那覇自然環境事
務所

3.7百万円

業務必要品購入等

国立・国定公園の再編・再配置に係る試案の作成、

データの収集及び選定に当たっての考え方の検討

Ｂ.株式会社プレック研

究所

7.9百万円

生物多様性保全の観点を入れた新たな自然風景地の評価方法の検討と分

析し、指定候補地を具体的に抽出するためのデータ収集やGISを用いた評

価の実施、国立・国定公園の選定基準の再検討、既存の国立・国定公園の

指定理由の再評価、抽出された新たな指定候補地に関する現地情報の収

集と分析などを通じて、最終的には指定候補地の選定と詳細調査及びその

評価、全国の国立・国定公園の再配置計画の策定を行う。

南アルプス国立公園

再検討

三河湾及び三河湾

流域の保護地域化

検討調査

ナカシャクリエイ

ティブ（株）

0.4万円

Ｄ.（株）日本ミクニ

ヤ

1.8百万円

E.日本ミクニヤ（株）

1.8百万

Ｃ.（株）スペースビ

ジョン研究所

4.4百万円

グリーン航業（株）

0.4百万円

白山国立公園計画

図面印刷

空中写真撮影

三河湾海域景観資

質調査

（株）いであ

0.9百万円

（株）串本海中公園

センター

0.9百万円

吉野熊野国立公園

海域景観資質（干

潟・藻場）調査

山陰海岸国立公園

海域景観資質調査

吉野熊野国立公園

海域景観資質（サン

F.いであ（株）

1.2百万円

慶良間地域におけ

る改正自然公園法

に基づく海域公園

地区及び特別地域

指定動植物種検討

調査

その他

1.2百万円

【総合評価：請負】

その他

2.5百万円

業務必要品購入等

【一般競争：請負】

【少額随契：請負】

【少額随契：請負】

【企画競争：請負】

【一般競争：請負】

【少額随契：請負】

【少額随契：請負】

【企画競争：請負】 【一般競争：請負】



使　途

A. 　（財）国立公園協会 E.（株）日本ミクニヤ

金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

雑役務費 国立・国定公園総点検業務 10 雑役務費

2計 10 計

雑役務費 南アルプス国立公園再検討業務 8

B.　株式会社プレック研究所 F.　いであ（株）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

1

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 8 計

C.　（株）スペースビジョン研究所 G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑役務費
三河湾及び三河湾流域の保護地
域化検討調査業務

4

金　額
(百万円）

費　目

0

D.（株）日本ミクニヤ H.

計 4 計

使　途 金　額
(百万円）

雑役務費 三河湾海域景観資質調査業務 2

費　目 使　途

0計 2 計

2
吉野熊野国立公園海域景観資質
（藻場・干潟）調査業務

雑役務費

慶良間地域における改正自然公
園法に基づく海域公園地区及び
特別地域指定動植物検討調査業
務

1

金　額
(百万円）


